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15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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アドベント主日礼拝
２０２3 年　１２月　３日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 若村和仁師　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 本多志依姉　　　
　受付 ： 若村めぐみ姉　 

ワーシップ賛美

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

聖 餐 式

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

一 同

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

本 多 志 依 姉

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主イエスの十字架の血で」

「 素晴らしいホーリーナイト」

聖歌１２３番「 きけやうたごえ」

ルカ１章５節～２４節

「 クリスマス前の出来事」

聖歌１３５番「 われらはきたりぬ」

教会福音讃美歌２５９「 共にパンを分け合おう」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

ルカ１章５節～２４節
5, ユダヤの王ヘロデの時代に、 アビヤの組の者でザカリヤという名の祭司がいた。

彼の妻はアロンの子孫で、 名をエリサベツといった。

6, 二人とも神の前に正しい人で、 主のすべての命令と掟を落度なく行っていた。

7, しかし、 彼らには子がいなかった。 エリサベツが不妊だったからである。 また、 二人

ともすでに年をとっていた。

8, さてザカリヤは、 自分の組が当番で、 神の前で祭司の務めをしていたとき、

9, 祭司職の慣習によってくじを引いたところ、 主の神殿に入って香をたくことになった。

10, 彼が香をたく間、 外では大勢の民がみな祈っていた。

11, すると、 主の使いが彼に現れて、 香の祭壇の右に立った。

12, これを見たザカリヤは取り乱し、 恐怖に襲われた。

13, 御使いは彼に言った。 「恐れることはありません、 ザカリヤ。 あなたの願いが聞き

入れられたのです。 あなたの妻エリサベツは、 あなたに男の子を産みます。 その名を

ヨハネとつけなさい。

14, その子はあなたにとって、 あふれるばかりの喜びとなり、 多くの人もその誕生を喜

びます。

15, その子は主の御前に大いなる者となるからです。 彼はぶどう酒や強い酒を決して

飲まず、 まだ母の胎にいるときから聖霊に満たされ、

16, イスラエルの子らの多くを、 彼らの神である主に立ち返らせます。

17, 彼はエリヤの霊と力で、 主に先立って歩みます。 父たちの心を子どもたちに向けさ

せ、 不従順な者たちを義人の思いに立ち返らせて、 主のために、 整えられた民を用意

します。」

18, ザカリヤは御使いに言った。 「私はそのようなことを、 何によって知ることができる

でしょうか。 この私は年寄りですし、 妻ももう年をとっています。」

19, 御使いは彼に答えた。 「この私は神の前に立つガブリエルです。 あなたに話をし、

この良い知らせを伝えるために遣わされたのです。

20, 見なさい。 これらのことが起こる日まで、 あなたは口がきけなくなり、 話せなくな

ります。 その時が来れば実現する私のことばを、 あなたが信じなかったからです。」

21, 民はザカリヤを待っていたが、 神殿で手間取っているので、 不思議に思っていた。

22, やがて彼は出て来たが、 彼らに話をすることができなかった。 それで、 彼が神殿で

幻を見たことが分かった。 ザカリヤは彼らに合図をするだけで、 口がきけないままであ

った。

23, やがて務めの期間が終わり、 彼は自分の家に帰った。

24, しばらくして、 妻エリサベツは身ごもった。 そして、 「主は今このようにして私に目

を留め、 人々の間から私の恥を取り除いてくださいました」 と言い、 五か月の間、 安

静にしていた。

「クリスマス前の出来事」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 11 月 29 日御言葉

ヤコブの手紙　1 章 14 ～ 17 節

14, 人が誘惑にあうのは、 それぞれ自分の欲に引かれ、 誘われるからです。

15, そして、 欲がはらんで罪を生み、 罪が熟して死を生みます。

16, 私の愛する兄弟たち、 思い違いをしてはいけません。

17, すべての良い贈り物、 またすべての完全な賜物は、 上からのものであり、 光を造ら

れた父から下って来るのです。 父には、 移り変わりや、 天体の運行によって生じる影の

ようなものはありません。

聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より引用。

●ここ最近よく報道されるニュースの一つに、 強盗事件が多くなっている気がします。

またその犯人というのは、 闇バイトに申し込み、 強盗をやらされているという人もいま

す。 または、 その影響を受けて、 素人で犯罪を犯す若者もいます。 闇バイトや、 高額バ

イトをなぜ選ぶのか？それは、 お金があれば、 自分の欲を満たすことができるからなの

です ・ ・ ・ 。 ですから今朝の御言葉の通り、 「それぞれ自分の欲に惹かれて、 誘われ、

欲がはらんで、 罪を生み出している」 のです。

　そこで御言葉を通して神様はこう語ります。 「思い違いをしてはいけない」 と。

「本当の良い贈り物 （魂の救い）」 は、 自分たちの欲から生まれ、 人から奪う物ではな

いということです。 「本当の素晴らしい贈り物」 は、 上から （神様から） 与えられるも

のなのです。

日々の生活の中で、 「喜びも、 苦しみも」 などの出来事は、 すべて神様から意味があっ

て私たちに与えられています。 ですから、 日々神様を求め、 一つ一つ降り注ぐ出来事を

神様に感謝し受け取り、 そこから与えられる恵を数える者でありたいです。

決して、 日々起こる出来事の良し悪しの判断基準を自分の 「欲」 によって、 判断をしな

いように気を付けたいものです。 私たちは、 自分の欲を基準にしていく時、 知らずのう

ちに隣人を傷つけ、 気が付けば罪を犯してしまう危険があるのです。

私たちは日々命を与えて下さっている神様から与えられる 「知恵と愛」 を御言葉に求め、

神様に祈り求め続けていくものでありたいです。

そして、 日々上から （神様から） 与えられる良い贈り物を感謝して受け取り、 また隣人

に届ける者でありたいです。

では今日の一日も守られるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 11月29日（水)

 11月26日（日) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    2+0 人    2+2 人   6+4 人  16（10+6）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会     　　　　　１人　　４人　　　　５人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝「アドベント（待降節）」（12月 10 日〈日〉）

12 月 4 日（月）

司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： ルカ１章２６節～３８節

説　　教 ： 「謙虚に主の声に従ったマリヤ」 若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「素晴らしいホーリーナイト」 「鐘がなります」

　　　　　　　　聖歌１２４、 聖歌１３８、 聖歌３８３　

受　　付 ： 若村めぐみ姉　　献金感謝祈祷 ： 渡辺恵姉

集会案内

礼          拝            　　 　　　　　　  10:30 ～ 12:00　
12月 10日(日）

こひつじタイム（子育ての学び会） 会費 300 円   10:30 ～ 13:00 頃

ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　　  09:30 ～ 10:15
祈　　り　　会　　　　　　　　　　　　　　　 10:30 ～ 12:0012 月 6 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい .

★原市場聖書教会での礼拝は以下の個人の感染防止対策にご協力お願いいたします。

　　1, 発熱等の症状がある場合は、 無理をせず Zoom をご利用下さい。

　　２ マスクの着用については個人の判断を基本といたします。

　　　 体調がすぐれないと感じられた際は着用をご検討ください。

★一年間神様に守られた感謝の表れとして、 一人一人祈り心を持ち感謝をもって準備したものをお献

　　げいたしましょう。 クリスマス感謝献金袋をご用意しています。 ご利用ください。

●クリスマスの各集会

・ １２月４日 （火）　 １０: ３０～１３: ００　頃まで　　「こひつじタイムクリスマス」

・ １２月１２日 （火）　　１０: ００～１３:00 頃まで　　  「赤毛のアンクリスマス」

・ １２月２２日 （金）　　１４: ００～１６:00　　　　　　　　　「子どもクリスマス」

・ １２月２３日 （土）　 １９:00 ～２０:30　　　　　　　　「キャンドルサービス」 （開催検討中）

・ １２月２４日 （日）　　１０:30 ～１２:00　　　　　　　　「クリスマス礼拝」

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ １２月６日 ~ １２月８日 （水～金） NPO 法人あまやどり （場所 ： 高麗聖書）

・ １２月５日 （火） 草苑保育専門学校礼拝奉仕 （場所 ： 目白区）

・ １２月５日 （火） hi-b.a. スタッフカンファレンス （場所 ： 渋谷区）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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